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　師走に入り寒さも一段と厳しくなってき
ました。かぜなどに十分ご留意ください。
　皆さんのおいでをお待ちしております。

新着図書案内
（図書館のホームページ
に多数の本をご案内して
います）

◆一般書
□ニート 絲山秋子
□瞽女のなく家 岩井志麻子
□新リア王　上・下 高村　薫
□王城の忍者 南原幹雄
◆児童書
□アカメアマガエル
□はりねずみのだいぼうけん

＜どうしてかな相談室＞ 2F
　3日㈯　午後２時～４時
　学習相談員　早川範子さん
＜こども映写会＞ 4F
　3日㈯　午後２時～３時
　「まんが世界むかし話（35）」
＜国際交流チャットサロン＞4F
　8日㈭、22日㈭　午後３時～５時
　講師 国際交流員アラナ・クラウスさん
＜おはなしかい＞ 2F
　10日㈯　午前10時30分～
　「絵本のよみきかせ」
　講師　おはなしママの会
＜冬休みこども会＞ 4F
　17日㈯　午後２時～３時
　人形劇｢クーとふしぎなたまご｣など
　講師　ショコラ
＜読書会＞ 3F
　24日㈯  午後１時30分～
　｢夕顔の宿」　滝沢美恵子 著
　講師　竹林萌子さん
＜おはなしのひろば＞ 2F
　24日㈯　午後３時～
　「えほん・かみしばい」など
　講師　たんぽぽの会
＊グループ研修 3Ｆ
・「平家物語を読む」会
　17日㈯　午前10時～
・「俳句研修」草苑萌の会
　17日㈯　午後１時～
・中国語サロン
　18日㈰　午後２時～
＊堀江春斎展　4F展示ケース
　12月1日㈭～１月31日㈫
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10月の貸出冊数
9,388冊

〈休館日〉
　12月５日、７日、12日、19日、23日、
　26日、29日～１月４日

 ☎  475-8001
FAX 475-9041
〈開館時間〉
　午前10時～午後6時
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あなたと市政を結ぶ「広報なめりかわ」は、
リサイクル推進のため再生紙を使用しています。

博
物
館
よ
り

常
設
展
示
室
に

  

「
高
島 

高
」
コ
ー
ナ
ー

設
置

　

日
本
近
代
詩
の
革
新
に
大
き
な

足
跡
を
残
し
た
詩
人
高
島
高
先
生

の
没
後
50
年
を
記
念
し
て
、
常
設

展
示
室
に「
詩
人
高
島
高
」の
コ
ー

ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

　

高
島
先
生
は
、
明
治
43
年
、
現

在
の
加
島
町
に
生
ま
れ
、
上
京
し

て
医
学
を
修
め
る
か
た
わ
ら
、
北

川
冬
彦
や
萩
原
朔
太
郎
ら
と
と
も

に
、
詩
の
創
作
を
中
心
と
し
た
芸

術
運
動
に
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

　

と
く
に
、
昭
和
詩
壇
で
日
本
を

代
表
す
る
詩
人
と
し
て
の
地
位
を

確
立
し
た
詩
集
『
北
方
の
詩
』
は

立
山
連
峰
な
ど
故
郷
の
山
河
を
題

材
に
、
戦
争
に
傾
く
時
代
の
中
で

一
人
の
人
間
の
生
き
様
と
生
命
の

尊
厳
を
う
た
い
あ
げ
た
、
鮮
烈
で

精
神
性
の
高
い
作
品
群
で
す
。

　

家
庭
の
事
情
か
ら
横
浜
で
の
勤

務
医
を
辞
し
、
故
郷
に
帰
っ
て
開

業
医
と
な
り
ま
す
が
、
昭
和
30
年

に
亡
く
な
る
ま
で
全
国
の
詩
人
や

芸
術
家
と
交
流
を
続
け
、
多
く
の

書
簡
類
も
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
新
発
見
も
あ
り
ま

し
た
。「
時
計
台
の
鐘
」
な
ど
の

作
詞
作
曲
で
著
名
な
高
階
哲
夫
の

昭
和
14
年
の
葉
書
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。
滑
川
か
ら
東
京
へ
出
て
著

名
な
音
楽
家
と
詩
人
と
な
っ
た
二

人
の
歴
史
的
な
接
点
を
知
る
貴
重

な
資
料
で
す
。

高
島　

高 

氏

はがき表はがき裏


